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ロシアのウクライナ侵攻が始まって一年経

ち、80 余年前に始まった太平洋戦争の怖さ

悲惨さを体験してきた私としては、未来の世

代 へ の 責 任 と い え ば「平 和 な 世 界 に す る こ

と」と、ためらいなく言えます。それにはど

うしたら良いかと考えている時、広島で G7
が開かれましたが「核廃絶」に一言も触れな

い、なんとも歯切れの悪い「広島ビジョン」

でした。

カーソンの遺言

そんな時レイチェル・カーソンが 1963 年

10 月にサンフランシスコで医学関係の人た

ちを対象にした講演記録を読み返しました。

この話は以前にも書いたことがあるので重

なりますがお許しください。「環境の汚染」

と題したこの講演の内容は、「沈黙の春」の

著者として化学物質による環境汚染を語って

いると思いきや、その多くは放射性物質によ

る汚染について語っています。まず原爆の大

気圏内実験と地下実験による放射性物質の残

留に触れたのち、“ 第三に、放射性物質によ

る環境汚染は、原子力のいわゆる平和利用と

もきってもきれない関係にあります。こうし

た汚染は、突発的な事故によっても生じます

し、また、廃棄物の投棄によっても継続的に

起こってもいるのです。私たちが住む世界に

汚染を持ち込むということの根底には道義的

責任 ―― 自分の世代ばかりでなく、未来の世

代に対しても責任を持つことについての問い

があります。当然ながら、私たちは今現在生

きている人々の肉体的被害について考えま

す。ですが、まだ生まれていない世代にとっ

ての脅威は、さらに計り知れないほど大きい

のです。彼らは、現代の私たちが下す決断に

まったく意見をさしはさめないのですから、

私たちに課せられた責任は極めて重大です。”
（リンダ・リア『失われた森』集英社）

ほぼ 60 年前に語られたこの言葉は、福島

の原発事故を経験し、汚染水の放出を始め多

くの問題を抱えている現代の私たちに迫力を

持って訴えてきます。まさにレイチェル・カー

ソンからの私たちへの遺言と言えます。

死の灰とDDT

1954 年、 アメリカが南太平洋ビキニ環礁

で行った大気圏内での水爆実験によって、日

本のマグロ漁船、第五福竜丸はじめ多くの漁

船が被爆し、久保山愛吉さんが亡くなりまし

た。その４年後、「沈黙の春」の執筆をはじ

めたカーソンには放射能を帯びた「死の灰」

と「DDT」 の 白 い 粉 が、 と も に 生 命 に 対 し

て危険なものであると感じられたのでした。

「沈黙の春」のなかには、ヒロシマのことも

久保山さんのことも書かれています。また、

“ 化学物質の影響は、放射性物質と同じよう

に ”　という表現が何回も出てきます。

私が汚染という言葉を意識したのは、1954
年のマグロ漁船の被爆による汚染マグロで

す。1953 年に放映が始まったばかりのテレ

ビのニュース番組で、築地の魚市場に水揚げ

されたマグロにガイガーカウンター（放射線

測定器） を当てるとガリガリという音がし

て、レポーターが　“ これが放射能汚染マグ

ロです ” という興奮した報道がありました。

大気汚染とか農薬や添加物による食品汚染な

どという言葉があまり聞かれない時代でした

から、私は汚染と聞けば放射能と反応してし
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まいます。放射性物質の問題は次世代へ残し

たくないものです。

ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に よ っ て 世 界 中 の エ ネ ル

ギー情勢が変わっていくにつれて、岸田政権

はいとも簡単に原発の耐用年数を 20 年も延

長してしまいました。この地震国日本に現在

再稼働しているのは数基だとは言え、54 基

もの原発があることは、どう考えても未来の

世代に残してはならないものだと思います。

人工頭脳に頼っていいの？

こ の 原 稿 を 書 い て い る う ち に、 チ ャ ッ ト

GPT の話題がにわかに賑やかになってきま

した。アナログ人間を自認する私としては、

とてもついていけない世界です。ビジネスの

世界では利点があるかもしれませんが、創作

や教育の世界ではどうでしょうか。　

私は、20 年ぐらい前にある団体の読書感

想文の審査員をしたことがあります。課題図

書は、自然を対象にした本でした。応募した

大学生の感想文の中に、非常にそつなく整っ

た 感 想 文 が あ り ま し た。 し か し、 何 度 読 ん

でも書き手の人間性が感じられないのです。

極端な表現をすれば　“ 見てきたような嘘を

言い ” というような 感じが漂っていました。

後になってよく聞いてみると、その頃話題に

なっていたウィキペディアの文章を使ってい

たことがわかりました。その時私はなんとな

く空恐ろしさを感じたものでした。

AI の急速な進歩は現在のチャット GPT を

生み出しました。これには物事が効率的に運

べる利点もあるとは思いますが、諸手を挙げ

て賛成できない気持ちです。私はいま、図書

館で文献を調べ何冊もの本を読んでレポート

を書いた学生時代を思い出しています。どん

なに稚拙でも自分で書き上げたというあの達

成感は忘れられません。この気持ちを未来の

世代にも味わってもらいたいと強く思いま

す。 テ レ ビ で は 東 大 の 五 月 祭 で、 チ ャ ッ ト

GPT を使っての模擬裁判の様子を放映して

いました。しかし、これを開発した本人が規

制した方が良いと発言したと聞いて、複雑な

気持ちです。

自然を残す責任

どんなに AI が進化しても春夏秋冬の自然

の営みの速度を変えることはできません。こ

れまで私たちはひたすら便利さと豊かさを求

めて手にした科学技術で、この地球を我が物

顔に使ってきました。その結果、温暖化、頻

発する山火事、水害、氷河の消失などが起き

ています。コロナウイルスも折角密林の奥地

に 棲 み 分 け て い た の に、 人 間 が 森 を 切 り 開

き、道路を作り、また宿主の一種であるセン

ザンコウを食用にするなど近寄りすぎたこと

によると言われています。

現代に生きる私たちは、まだ生まれていな

い未来の世代のために、自然を回復し温暖化

を阻止する努力をしなければなりません。

 『 果 て し な い 物 語 』 や 『 モ モ 』 の 作 者 で

1995 年 に 亡 く な っ た ミ ヒ ャ エ ル ・ エ ン デ

は、生前“第三次世界戦争はもう始まってい

る。それは未来の世代に対して今生きている

我々が仕掛けている戦争だ。”と言ったと聞

きました。

私たちは、いま立ち止まり真剣に考える時

がきていると思います。全世界が心を合わせ

て地球を守らなければならない時ではないで

しょうか。

未来の世代に “ 貴方たちは一体なにをして

きたのですか？ ” と詰問されないように。


